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は
じ
め
に

『
今
昔
物
語
集
』
と
い
う
説
話
集
は
、
極
め
て
体
系
的
な
作
品
で

あ
る
。
そ
れ
故
に
、『
今
昔
物
語
集
』（
以
下
『
今
昔
』
と
略
す
）
研
究

は
作
品
構
造
の
解
明
を
中
心
に
進
ん
で
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
く
、
他
説
話
集
に
比
し
て
も
圧
倒
的
な
高
水
準
で
、
そ
の
成
果
は

集
積
さ
れ
て
い
る
。『
今
昔
』
は
仏
法
部
と
非
仏
法
部）

1
（

の
二
つ
に
大

別
さ
れ
る
が
、
仏
法
部
の
構
成
の
枠
組
み
や
、
規
範
と
な
る
既
存
作

品
は
多
数
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
天
竺
部
で
あ
る
な
ら
釈
迦
の
生

涯
を
語
る
『
釈
迦
譜
』
の
八
相
成
道
が
、
震
旦
・
本
朝
部
は
『
三
宝

感
応
要
略
録
』『
三
宝
絵
』
の
よ
う
に
仏
宝
・
法
宝
・
僧
宝
の
三
宝

が
構
成
の
原
則
で
あ
る
こ
と
は
最
早
定
説
だ
ろ
う
。
一
方
、
非
仏
法

部
に
関
し
て
は
、
震
旦
部
の
構
成
の
規
範
と
し
て
中
国
正
史
の
紀
伝

体
形
式
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
、こ
の
震
旦
部
の
構
成
を
基
調
と
し
て
、

本
朝
非
仏
法
部
の
巻
二
十
一
〜
二
十
五
は
歴
史
的
な
枠
組
み
で
形
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
以
前
に
指
摘
し
た）

2
（

。

し
か
し
、
本
朝
非
仏
法
部
は
そ
の
枠
組
み
を
超
え
た
広
が
り
を
有

し
て
い
る
。
そ
れ
が
巻
二
十
六
〜
巻
三
十
の
五
巻
の
存
在
で
あ
る）

3
（

。

巻
二
十
五
ま
で
の
武
人
・
医
師
・
歌
人
・
陰
陽
師
と
い
っ
た
列
伝
的

な
説
話
構
成
を
持
た
な
い
こ
の
五
巻
は
、
各
巻
に
「
宿
報
」「
霊
鬼
」

「
悪
行
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
説
話
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
巻
二
十
五
ま
で
の
整
然
と
し
た

枠
組
み
か
ら
逸
脱
す
る
巻
で
あ
る
と
同
時
に
、『
今
昔
』
を
最
も
特
徴

付
け
て
い
る
こ
れ
ら
の
巻
こ
そ
、
そ
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
て
然
る

べ
き
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
五
巻
の
う
ち
の
最
終
巻
で
あ
る
巻
三
十

『
今
昔
物
語
集
』
巻
三
十
「
本
朝
付
雑
事
」
論

―
―
仏
教
と
恋
と
の
狭
間
―
―

川
上　

知
里
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を
取
り
上
げ
る
。
当
該
五
巻
は
『
今
昔
』
の
謎
め
い
た
巻
と
し
て
数

多
く
の
研
究
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
中
で
も
巻
三
十
は
お
そ
ら
く
最

も
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
巻
で
あ
り
、
追
求
が
不
十
分
だ
と
思
わ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

巻
三
十
は
全
十
四
話
と
い
う
非
常
に
小
さ
な
巻
で
あ
る
。「
雑
事
」

と
い
う
一
見
不
明
瞭
な
副
題
だ
が
、
一
貫
し
て
男
女
に
纏
わ
る
説
話

を
収
め
て
お
り
、
男
女
関
係
を
巻
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
な
い）

4
（

。
し
か
し
、
非
仏
法
の
世
界
を
描
く
際
、
巻
二
十
五
ま
で

の
歴
史
的
な
枠
組
み
を
超
え
て
ま
で
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
巻
が
構
築

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
巻
三
十
は
、文
字
通
り
「
雑
」

の
集
成
で
あ
る
巻
三
十
一
「
雑
事
」
を
除
け
ば
、
体
系
の
最
終
巻
に

位
置
す
る
。
作
品
世
界
の
最
果
て
に
男
女
関
係
の
巻
を
設
定
し
た
意

味
を
、
説
話
内
容
や
配
列
、
表
現
を
基
に
考
え
て
み
た
い
。

一
、
仏
教
的
観
点
の
存
在

巻
三
十
の
存
在
意
義
を
考
え
る
際
、
先
行
研
究
で
最
も
問
題
視
さ

れ
て
き
た
の
は
、
仏
教
的
観
点
で
あ
る
。
確
か
に
非
仏
法
部
に
区
分

さ
れ
る
巻
三
十
で
は
あ
る
が
、『
今
昔
』
が
仏
教
的
思
想
の
色
濃
い
作

品
で
あ
る
が
故
に
、
巻
三
十
も
ま
た
、
仏
教
的
観
点
の
も
と
構
築
さ

れ
た
巻
で
は
な
い
か
、
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
例
え
ば
、
人
間
の
諸

相
を
解
析
す
る
こ
と
で
仏
教
の
要
請
を
説
こ
う
と
企
図
し
て
い
た
と

い
う
説）

5
（

、
ま
た
、
巻
三
十
は
仏
教
に
お
け
る
五
戒
の
一
つ
、
不
邪
淫

戒
に
当
た
る
と
す
る
説
も
あ
る）

6
（

。

こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
見
解
は
、
巻
三
十
内
に
確
か
に
存
在
す

る
仏
教
的
な
言
説
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
節
で
は
、
ま
ず
、
巻

三
十
の
中
に
ど
の
よ
う
な
形
で
仏
教
的
観
点
が
入
り
込
ん
で
い
る
の

か
、
そ
の
実
態
を
見
て
い
き
た
い
。

・ 

女
ノ
前
ノ
世
ノ
報
ノ
有
ケ
レ
バ
、
此
レ
ニ
依
テ
、
此
ク
出
家
シ

タ
ル
ニ
コ
ソ
ハ
有
ラ
メ 

（
30
―
２
）

・ 

女
、
然
ニ
コ
ソ
ト
思
ケ
ル
ニ
、
身
ノ
宿
世
思
ヒ
被
遣
テ
、
恥
カ

シ
サ
ニ
否
不
堪
デ
死
ニ
ケ
ル
ニ
コ
ソ
ハ
。 

（
30
―
４
）

・ 

然
レ
バ
、
皆
前
ノ
世
ノ
報
ニ
テ
有
ル
事
ヲ
不
知
シ
テ
、
愚
ニ
身

ヲ
恨
ル
也
。 

（
30
―
５
）

・ 「
我
レ
、
男
ニ
具
シ
テ
可
有
キ
宿
世
有
ラ
マ
シ
カ
バ
、
前
ノ
男

コ
ソ
不
死
ズ
シ
テ
、
相
具
シ
テ
有
ラ
マ
シ
カ
。
男
ニ
不
具
マ
ジ

キ
報
ノ
有
レ
バ
コ
ソ
、
彼
レ
モ
死
ヌ
ラ
メ
。」 

（
30
―
13
）

ま
ず
、
最
も
目
に
付
く
仏
教
的
観
点
が
宿
報
観
に
根
ざ
し
た
言
辞

で
あ
る
。
右
の
よ
う
に
、
男
女
関
係
の
結
末
を
宿
報
と
し
て
解
釈
す

る
言
辞
が
巻
三
十
に
は
点
在
し
て
い
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
確
か
に
、

巻
三
十
の
説
話
は
仏
教
を
説
く
た
め
の
道
具
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
、
と
も
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
実
は
、
こ
の
よ
う
な
宿
報
観
に
根
ざ
し
た
思
考
は
、『
今
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昔
』
全
編
に
お
い
て
一
貫
し
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
仏
法
部
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
以
下
の
よ
う
に
、
非
仏
法
部
に
区
分
さ
れ
る
巻

十
や
巻
二
十
一
以
降
の
巻
に
も
、
そ
れ
は
多
数
見
い
だ
せ
る
。

・ 

然
レ
バ
、
夫
婦
ノ
契
リ
、
前
ノ
世
ノ
宿
世
也
ケ
リ
ト
ゾ
、
互
ニ

思
ケ
ル
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。 

（
10
―
８
）

・ 

大
臣
ノ
御
形
チ
・
音
・
気
ハ
ヒ
、
薫
ノ
香
ヨ
リ
始
テ
、
世
ニ
不

似
ズ
微
妙
キ
ヲ
見
ル
ニ
、
我
ガ
身
ノ
宿
世
心
踈
ク
思
ユ
。

 

（
22
―
８
）

・ 「
賢
ク
己
ガ
肱
ノ
不
抜
ザ
リ
キ
宿
世
ノ
有
テ
、
其
ノ
女
房
は
不

　

ザ
リ
ケ
ル
也
。」 

（
23
―
24
）

・ 

其
時
ニ
天
道
ノ
許
シ
有
テ
、可
死
キ
宿
世
ヤ
有
ケ
ム
、「
何
事
ゾ
」

ト
云
テ
、
遣
戸
ヨ
リ
顔
ヲ
差
出
タ
レ
バ
、
陰
陽
師
其
音
ヲ
聞
キ
、

顔
ヲ
見
テ
、
可
死
キ
態
ヲ
可
為
キ
限
リ
咀
ヒ
ツ
。 
（
24
―
18
）

・ 

然
レ
バ
、
弥
ヨ
身
ノ
宿
世
被
押
量
テ
、
心
一
ツ
ニ
歎
ケ
ル
ニ
、

 

（
27
―
15
）

・ 

人
ノ
命
ヲ
失
フ
事
ハ
、
皆
前
世
ノ
報
ト
ハ
云
乍
ラ
、
由
無
カ
ラ

ム
戯
言
不
可
云
ズ
。 

（
28
―
22
）

・ 「
露
錯
タ
ル
事
モ
無
ケ
レ
ド
モ
、
前
ノ
世
ノ
宿
世
ニ
テ
、
既
ニ

命
ヲ
召
シ
ツ
。
痛
ク
不
歎
給
ハ
デ
御
マ
セ
。
此
ノ
童
ニ
至
テ
ハ
、

自
然
ラ
人
ノ
子
ニ
成
テ
モ
有
ナ
ム
。」 

（
29
―
26
）

そ
し
て
何
よ
り
、「
宿
報
」
と
題
さ
れ
、
紛
れ
も
な
く
宿
報
観
に
基

づ
い
て
形
成
さ
れ
た
巻
二
十
六
が
存
在
す
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
宿

報
と
は
仏
教
的
理
念
で
あ
る
が
、
し
か
し
巻
二
十
六
は
仏
法
部
に
属

さ
な
い
。
巻
二
十
六
の
説
話
は
「
仏
教
的
な
立
場
か
ら
因
果
応
報
の

原
理
を
説
こ
う
と
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
来
世
に
善
報
を
得
る

た
め
の
善
行
を
勧
め
よ
う
と
い
う
の
で
も
な
」
く
、「
因
果
応
報
の
因

に
相
当
す
る
要
素
を
具
え
て
い
な
い）

7
（

」
と
い
う
特
徴
を
持
つ
か
ら
で

あ
る
。
巻
二
十
六
の
宿
報
観
に
つ
い
て
、
渡
辺
麻
里
子
氏
は
以
下
の

よ
う
に
指
摘
す
る
。

巻
二
六
で
は
、
現
在
起
き
て
い
る
驚
く
べ
き
事
件
を
「
希
有
」

や
「
奇
異
」
の
語
を
も
っ
て
表
現
し
、
そ
れ
に
対
す
る
話
末
評

語
と
し
て
宿
報
や
そ
れ
に
類
す
る
語
で
結
ん
で
い
る
。（
中
略
）

「
宿
報
」は
、仏
法
的
理
念
に
支
え
ら
れ
た
言
辞
で
あ
り
な
が
ら
、

仏
法
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
現
実
の
諸
々
相
を
描
く
こ
と
を
可
能

に
し
て
い
る
の
で
あ
る）

8
（

。

こ
の
よ
う
な
宿
報
観
は
巻
二
十
六
に
限
ら
ず
、
先
に
掲
げ
た
非
仏

法
部
の
言
説
全
て
に
適
用
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
宿
報
と
は
、
編

者
が
仏
法
で
括
り
き
れ
な
い
奇
異
な
出
来
事
を
解
釈
す
る
際
に
利
用

す
る
非
常
に
便
利
な
理
念
で
あ
り
、
仏
法
部
に
限
ら
ず
『
今
昔
』
全

編
に
通
底
し
て
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
仏
法
・
非
仏
法
と
い
う
枠

組
み
を
超
え
た
、
い
わ
ば
編
者
の
「
常
識
」
で
あ
っ
た
。
巻
三
十
に

見
え
る
宿
報
観
も
そ
の
一
種
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
り
、
宿
報
観
を
根
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拠
と
し
て
、
巻
三
十
を
仏
教
的
教
訓
の
巻
と
す
る
解
釈
に
は
、
や
は

り
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
巻
三
十
に
は
仏
教
的
観
点
が
存
在
し
な
い
の
か
と
言

う
と
、
そ
う
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
、
各
話
の
中
に
言
辞
と

し
て
表
出
さ
れ
る
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、『
今
昔
』
が
各
説
話
を
ど
の
よ

う
に
解
釈
し
、
語
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
説
話
行
為）

9
（

に
目
を
向
け
て

み
た
い
。

そ
こ
で
、
巻
三
十
第
三
話
「
近
江
守
娘
、
通
浄
蔵
大
徳
語
」
に
注

目
し
た
い
。

・ 

自
然
ラ
髴
ニ
此
ノ
娘
ヲ
、
浄
蔵
見
テ
ケ
ル
ニ
、
忽
ニ
愛
欲
ノ
心

発
シ
テ
、
更
ニ
他
ノ
事
不
思
エ
ザ
リ
ケ
リ
。（
中
略
）
其
ノ
後
、

鞍
馬
山
ト
云
フ
所
ニ
深
ク
籠
居
テ
、
艶
ズ
行
ヒ
ケ
ル
ニ
、
前
生

ノ
機
縁
ヤ
深
カ
リ
ケ
ム
、
常
ニ
彼
ノ
病
者
ノ
有
様
ノ
思
ヒ
被
出

テ
、
心
ニ
懸
リ
恋
シ
ク
思
エ
ケ
レ
バ
、
行
ヒ
ノ
空
モ
無
ク
テ
ノ

ミ
有
ケ
ル
程
ニ
、（
中
略
）「
今
ハ
此
ノ
事
止
メ
テ
偏
ニ
行
ヒ
ヲ

セ
ム
」
ト
思
ケ
レ
ド
モ
、
尚
、
愛
欲
ノ
思
ヒ
ニ
不
勝
ズ
シ
テ
、

其
ノ
夜
忍
テ
京
ニ
出
テ
、
彼
ノ
病
者
ノ
家
ニ
行
テ
、（
中
略
）
此

レ
ハ
、女
ノ
心
ノ
極
テ　

キ
也
。
浄
蔵
心
ヲ
尽
シ
テ
云
フ
ト
モ
、

女
ノ
不
用
ザ
ラ
ム
ニ
ハ
不
可
叶
ズ
。 

（
30
―
３
）

・ 

さ
す
が
に
い
と
恋
し
う
お
ぼ
え
け
り
。
京
を
思
ひ
や
り
つ
つ
、

よ
ろ
づ
の
こ
と
い
と
あ
は
れ
に
お
ぼ
え
て
行
ひ
け
り
。（
中
略
）

ま
た
ひ
と
り
ま
ど
ひ
来
に
け
り
。 

（『
大
和
物
語
』
105
）

本
話
の
梗
概
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
近
江
守
の
娘
の
も
と
に
加

持
祈
祷
に
訪
れ
た
浄
蔵
大
徳
は
、
隠
れ
て
娘
と
契
り
を
結
ぶ
こ
と
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
世
の
噂
の
た
め
に
浄
蔵
は
娘
の
も
と
を
去
り
、

鞍
馬
山
に
籠
も
る
。
そ
こ
へ
娘
か
ら
文
が
届
き
、
浄
蔵
は
再
び
娘
に

会
い
に
行
き
、
文
の
遣
り
取
り
も
た
び
た
び
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

二
人
の
関
係
は
世
間
の
評
判
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
で
あ

る
。本

話
の
原
拠
は
『
大
和
物
語
』（
以
下
『
大
和
』
と
略
す
）
の
百
五

段
で
あ
る
。
話
の
大
筋
は
『
大
和
』『
今
昔
』
間
に
異
同
は
な
い
が
、

『
大
和
』
に
比
し
て
『
今
昔
』
の
記
述
は
非
常
に
詳
細
で
あ
る
。
そ

し
て
、
何
よ
り
そ
の
解
釈
に
お
い
て
、
両
書
に
は
大
き
な
違
い
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
一
つ
が
、
近
江
守
の
娘
へ
の
浄
蔵
の
思
い
を
「
愛
欲
」
と
捉

え
る
解
釈
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
今
昔
』
で
は
浄
蔵
の
思
い
は
性
的
欲

求
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
『
大
和
』
に
は
そ
の
よ

う
な
表
現
は
な
く
、「
恋
し
う
お
ぼ
え
け
り
」
と
、
恋
心
と
し
て
解
釈

さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
問
題
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。『
今
昔
』
は
、
浄
蔵
が

鞍
馬
に
籠
も
っ
て
も
な
お
、
娘
の
こ
と
で
思
い
悩
ん
だ
結
果
、「
行
ヒ

ノ
空
モ
無
ク
テ
」
と
仏
道
修
行
に
妨
げ
が
出
た
と
解
釈
す
る
。
さ
ら

に
く
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に
、
再
び
娘
に
会
い
に
行
く
場
面
で
は
、「『
今
ハ
此
ノ
事
止
メ
テ
偏

ニ
行
ヒ
ヲ
セ
ム
』
ト
思
ケ
レ
ド
モ
、
尚
、
愛
欲
ノ
思
ヒ
ニ
不
勝
ズ
シ

テ
」
と
、
性
欲
に
よ
っ
て
修
行
を
断
念
し
た
堕
落
僧
と
し
て
浄
蔵
を

記
述
す
る
。『
今
昔
』
は
本
話
を
男
女
の
恋
物
語
で
は
な
く
、
一
人

の
僧
が
女
に
堕
落
さ
せ
ら
れ
た
説
話
と
し
て
解
釈
し
た
よ
う
で
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
僧
を
堕
落
さ
せ
た
女
は
、
評
語
に
お
い
て
「
女

ノ
心
ノ
極
テ　

キ
也
」
と
評
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
男
女
間
の
恋
物
語
を
仏
教
者
の
視
点
か
ら
価

値
付
け
て
し
ま
っ
た
評
語
は
、
巻
三
十
の
巻
頭
話
で
あ
る
第
一
話
に

も
見
ら
れ
る
。

男
モ
女
モ
、
何
カ
ニ
罪
深
カ
リ
ケ
ム
。
然
レ
バ
、
女
ニ
ハ
強
ニ

心
ヲ
不
染
マ
ジ
キ
也
ト
ゾ
、
世
ノ
人
謗
ケ
ル
ト
ナ
ム
語
タ
リ
伝

ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。 
（
30
―
１
）

と
す
る
と
、
こ
の
話
に
お
い
て
も
、
従
来
の
解
釈
と
は
異
な
る
よ
う

な
、
編
者
の
仏
道
心
を
く
す
ぐ
る
要
素
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

巻
三
十
第
一
話
は
平
中
と
本
院
侍
従
と
の
関
係
を
描
い
た
長
編
説

話
で
あ
り
、
三
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
ま
ず
、
平
中

は
本
院
侍
従
に
恋
し
た
も
の
の
一
度
も
返
事
が
も
ら
え
ず
、
せ
め
て

「
見
つ
」
と
だ
け
で
も
返
し
て
欲
し
い
と
送
っ
た
と
こ
ろ
、
本
院
侍

従
は
平
中
が
書
い
た
「
見
つ
」
の
二
字
を
貼
り
付
け
て
返
し
た
と
い

う
話
。
二
つ
目
は
、
大
雨
の
中
訪
れ
た
平
中
を
本
院
侍
従
が
初
め
て

局
に
入
れ
、
遂
に
契
り
を
結
べ
る
と
期
待
し
た
平
中
だ
が
、
彼
女
は

懸
金
を
か
け
忘
れ
た
と
言
い
、
反
対
側
か
ら
懸
金
を
か
け
て
逃
げ
て

し
ま
っ
た
話
。
追
い
詰
め
ら
れ
た
平
中
は
、
本
院
侍
従
の
便
器
を
奪

い
、そ
れ
を
目
に
す
る
こ
と
で
彼
女
を
諦
め
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、

奪
っ
た
便
器
か
ら
は
素
晴
ら
し
い
香
が
漂
っ
て
く
る
。
心
得
ず
に
舐

め
て
み
る
と
、
そ
れ
は
香
で
作
ら
れ
た
偽
物
で
あ
っ
た
と
い
う
話
の

三
つ
で
あ
る
。
結
局
、
平
中
は
本
院
侍
従
に
翻
弄
さ
れ
続
け
、
病
に

な
り
死
ん
で
し
ま
っ
た）
10
（

。

本
話
は
従
来
、
女
を
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
で
ま
す
ま
す
固
執

し
て
い
く
平
中
と
彼
を
翻
弄
す
る
本
院
侍
従
と
の
、
一
風
変
わ
っ
た

恋
物
語）
11
（

と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
話
が
評
語
で
「
男
モ

女
モ
、
何
カ
ニ
罪
深
カ
リ
ケ
ム
」
と
解
釈
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う

か
。
一
読
し
た
限
り
で
は
、平
中
の
「
罪
」
も
本
院
侍
従
の
「
罪
」
も
、

何
を
指
し
て
そ
う
呼
ぶ
の
か
が
わ
か
り
に
く
い
。

果
た
し
て
、
そ
の
手
が
か
り
と
な
る
の
が
三
つ
目
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
愛
す
る
女
の
排
泄
物
を
見
る
こ
と
で
、
彼
女
を

「
思
ヒ
踈
ミ
ナ
バ
ヤ
」
と
考
え
る
平
中
の
心
理
か
ら
は
、
仏
道
に
お

け
る
不
浄
観
の
存
在
が
想
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

不
浄
観
と
は
観
法
の
一
つ
で
あ
り
、「
肉
体
の
け
が
ら
わ
し
さ
を
観

想
し
て
煩
悩
・
欲
望
を
取
り
除
く
方
法
。
身
の
不
浄
を
観
じ
て
貪
欲

に
く
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を
離
れ
る
観
法）
12
（

」
の
こ
と
で
あ
る
。
不
浄
観
は
九
相
詩
・
九
相
図
で

著
名
な
九
想
観
と
、
人
間
の
体
の
汚
れ
を
五
段
階
に
観
想
し
た
五
種

不
浄
に
大
別
さ
れ
る
が
、『
今
昔
』
で
よ
り
深
く
関
わ
る
の
は
、
生
処

・
種
子
・
自
性
・
自
相
・
究
竟
の
五
種
不
浄
で
あ
ろ
う）
13
（

。
そ
の
主
要

経
典
で
あ
る
『
大
智
度
論
』
や
『
摩
訶
止
観
』
で
は
、
人
間
が
持
つ

五
種
の
不
浄
を
説
明
し
、
そ
れ
を
観
じ
る
こ
と
で
女
人
へ
の
欲
を
断

ち
切
ら
せ
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
頻
繁
に
利
用
さ
れ

る
の
が
、
最
も
わ
か
り
や
す
い
人
体
の
不
浄
で
あ
る
「
屎
尿
」
で
あ

っ
た
。

・ 

何
名
二
生
處
不
淨
一
。
頭
足
腹
脊
脇
肋
。
諸
不
淨
物
和
合
名
爲
二

女
身
一
。
内
有
二
生
藏
熟
藏
屎
尿
不
淨
一
。
外
有
二
煩
惱
業
因
縁

風
一
。 
（『
大
智
度
論
』）

・ 

自
相
不
淨
者
。
是
身
九
孔
常
流
不
淨
。
眼
流
二
眵
涙
一
耳
出
二
結

聹
一
鼻
中
涕
流
口
出
二
涎
吐
一
。
厠
道
水
道
常
出
二
屎
尿
一
。
及
諸

毛
孔
汗
流
不
淨
。 
（
同
）

・ 

も
し
女
色
を
縁
じ
、
耽ふ

け
り
お
ぼ
れ湎

て
懐こ

こ
ろ

に
在
り
、
惑
著
し
て
離
れ

ず
ん
ば
、
ま
さ
に
不
浄
観
を
も
ち
い
て
治
を
な
す
べ
し
。

 

（『
摩
訶
止
観
』
七
の
上
）

・ 

そ
の
な
か
に
は
た
だ
屎
尿
の
聚
、
膿
の
聚
、
血
の
聚
、
膏
髄
等

の
聚
あ
り
、
大
腸
、
小
腸
、
肪

、
脳
膜
あ
り
、
筋
纏
い
、
血

塗
れ
、
悪
露
の
臭
き
処
、
虫
戸
の
集
ま
る
所
に
し
て
、
海
の
水

を
尽
く
し
て
洗
う
と
も
浄
か
ら
し
む
る
こ
と
能
わ
ず
。
…
…
こ

れ
を
自
性
不
浄
と
名
づ
く
。 

（
同
）

そ
し
て
、
排
泄
物
を
使
っ
た
効
果
的
な
不
浄
表
現
は
、『
今
昔
』
の

中
に
も
登
場
す
る
。

或
ハ
衣
裳
ヲ
棄
テ
、
目
ヲ
張
テ
眠
ル
者
有
リ
。
死
タ
ル
屍
ノ
如

也
。
或
ハ
仰
ギ
臥
テ
手
足
ヲ
展
テ
、
口
ヲ
張
テ
眠
ル
者
有
リ
。

或
ハ
身
ノ
諸
ノ
瓔
珞
ノ
具
ヲ
脱
捨
テ
、
或
ハ
大
小
ノ
便
利
ノ
不

浄
ヲ
出
シ
テ
眠
ル
者
有
リ
。 

（
１
―
４
）

こ
の
巻
一
第
四
話
で
は
、
後
に
釈
迦
仏
と
な
る
悉
達
太
子
が
、
右
の

よ
う
な
女
人
の
不
浄
を
目
の
当
た
り
に
し
、「
女
人
ノ
形
、
不
浄
ニ
見

悪
キ
事
顕
也
。
何
ノ
故
ニ
カ
此
ニ
貪
ボ
ル
事
有
ラ
ム
」
と
悟
る
。
ま

さ
に
不
浄
観
が
成
功
し
た
瞬
間
が
、『
今
昔
』
中
に
明
ら
か
に
描
か
れ

て
い
る
の
で
あ
る）
14
（

。

こ
れ
を
ふ
ま
え
る
と
、
本
院
侍
従
の
大
小
便
を
見
る
こ
と
で
彼
女

へ
の
執
着
を
断
ち
切
ろ
う
と
す
る
平
中
の
行
動
は
、
ま
さ
に
不
浄
観

そ
の
も
の
で
は
な
い
か
。
彼
女
か
ら
の
二
度
に
亘
る
冷
た
い
仕
打
ち

に
よ
っ
て
、
女
へ
の
欲
に
取
り
憑
か
れ
た
平
中
は
、
不
浄
観
に
よ
っ

て
そ
の
欲
望
か
ら
解
放
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
事
前
に

香
で
偽
の
大
小
便
を
作
る
と
い
う
本
院
侍
従
の
行
動
に
よ
り
、
平
中

の
不
浄
観
は
失
敗
し
、
彼
は
執
着
を
残
し
て
死
に
至
る
。
こ
の
よ
う

に
解
釈
す
れ
ば
、
平
中
の
不
浄
観
を
邪
魔
し
た
本
院
侍
従
も
、
不
浄
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観
に
よ
っ
て
欲
望
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
平
中
も
、
共

に
「
何
カ
ニ
罪
深
カ
リ
ケ
ム
」
と
編
者
が
捉
え
る
こ
と
に
も
納
得
が

い
く
。
そ
れ
故
に
、「
女
ニ
ハ
強
ニ
心
ヲ
不
染
マ
ジ
キ
也
」
と
い
う
結

語
が
導
き
出
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
話
も
、
男
女
関
係
を
仏

教
者
の
視
線
で
解
釈
し
た
説
話
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。二

、
仏
教
と
恋
と
の
葛
藤

前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
巻
三
十
の
中
に
は
仏
教
的
観
点
が
入

り
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
分
か
り
や
す
い
表
現
上
で
は
な
く
、
む

し
ろ
説
話
行
為
の
中
で
ま
ま
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
男
女
間
の

恋
物
語
を
取
り
扱
い
な
が
ら
、
そ
れ
を
仏
教
者
と
し
て
の
視
線
か
ら

解
釈
し
て
し
ま
う
行
為
が
、
巻
三
十
の
中
に
は
確
か
に
確
認
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
巻
三
十
は
非
仏
法
部
に
位
置
す
る
。
仏
法
部

か
ら
最
も
離
れ
た
場
所
に
置
か
れ
た
巻
三
十
の
中
に
、
な
ぜ
こ
の
よ

う
な
仏
教
的
な
言
説
が
入
り
込
ん
で
い
る
の
か
、
本
節
で
は
そ
の
理

由
を
考
え
て
み
た
い
。

男
女
間
の
恋
心
が
仏
教
者
に
と
っ
て
否
定
さ
れ
る
べ
き
感
情
で
あ

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
感
情
は
他
者
や
現
世
へ
の
執
着
を

生
み
、
そ
し
て
、
男
女
の
交
接
と
い
う
不
淫
戒
の
破
戒
に
繋
が
る
か

ら
で
あ
る
。
現
に
、『
今
昔
』
中
に
は
、
僧
に
対
し
て
女
と
の
接
触
を

戒
め
る
説
話
が
多
々
登
場
す
る
。
し
か
し
、『
今
昔
』
で
は
そ
れ
を
在

家
の
人
々
に
も
要
求
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

確
か
に
巻
三
十
で
は
、
男
女
間
の
恋
心
を
「
愛
欲
」
と
表
現
す
る

例
が
第
三
話
と
第
八
話
に
見
ら
れ
る
。
両
話
の
原
拠
は
共
に『
大
和
』

で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
に
も
「
愛
欲
」
と
い
う
表
現
は
存
在
せ
ず
、『
今

昔
』
の
独
自
表
現
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

・ 

浄
蔵
見
テ
ケ
ル
ニ
、
忽
チ
愛
欲
ノ
心
発
シ
テ
、
更
ニ
他
ノ
事
不

思
エ
ザ
リ
ケ
リ 

（
30
―
３
）

・ 

愛
欲
ノ
思
ヒ
ニ
不
勝
ズ
シ
テ
、
其
ノ
夜
忍
テ
京
ニ
出
テ
、

 

（
30
―
３
）

・ 

形
チ
・
有
様
・
気
ハ
ヒ
ノ
世
ニ
不
似
ズ
厳
カ
リ
ケ
ル
ヲ
見
テ
、

此
ノ
男
、
忽
ニ
愛
欲
ノ
心
深
ク
発
テ
、 

（
30
―
８
）

元
来
仏
典
に
お
け
る
「
愛
欲
」
は
、「
若
し
人
、
小
智
に
し
て　

深

く
愛
欲
に
著
せ
る　

此
等
を
為
て
の
故
に　

苦
諦
を
説
き
た
も
う
」

（『
法
華
経
』「
譬
喩
品
」）
や
「
悲
し
き
か
な
愚
禿
鸞
、
愛
欲
の
広
海
に

沈
没
し
、
名
利
の
太
山
に
迷
惑
し
て
、
定
聚
の
数
に
入
る
こ
と
を
喜

ば
ず
、
真
証
の
証
に
近
づ
く
こ
と
を
快
し
ま
ざ
る
こ
と
を
、
恥
づ
べ

し
痛
む
べ
し
と
」（『
教
行
信
証
』
信
巻
）
の
よ
う
に
、
も
の
を
貪
り
愛

す
執
着
心
を
広
く
表
現
す
る
言
葉
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
語
と
し

て
定
着
す
る
う
ち
に
、
そ
れ
は
文
字
通
り
「
愛
」
の
「
欲
」
と
し
て

解
釈
さ
れ
、
性
行
為
を
伴
っ
た
異
性
へ
の
愛
情
、
性
欲
と
し
て
使
用
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さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
最
も
古
い
と
思
わ
れ
る
『
日
本
霊
異
記
』
の

用
例
で
は
、
四
例
全
て
が
性
欲
と
し
て
解
釈
で
き
、『
今
昔
』
も
そ
れ

を
踏
襲
し
た
も
の
と
思
し
い
。『
今
昔
』
中
に
は
計
三
十
三
例
の
「
愛

欲
」
が
確
認
で
き
る
が
、
仏
語
と
し
て
広
い
執
着
心
を
意
味
す
る
例

は
巻
二
第
三
十
話
の
一
例
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
三
十
二
例
は

全
て
、
性
行
為
を
前
提
と
す
る
男
女
関
係
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
僧
尼
が
「
愛
欲
」
を
抱
い
た
こ
と
で
堕
落
す
る
説
話
は
、
有

名
な
久
米
仙
人
説
話
を
始
め
と
し
て
数
多
く
存
在
し
て
お
り
、
確
か

に
仏
教
者
に
お
い
て
否
定
す
べ
き
欲
望
で
あ
っ
た
。

巻
三
十
第
三
話
は
前
節
で
も
扱
っ
た
が
、主
人
公
浄
蔵
の
恋
心
は
、

仏
道
修
行
を
妨
げ
る
「
愛
欲
」
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
お
り
、
男
女
関

係
に
否
定
的
な
説
話
行
為
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
主
人
公
が
僧

侶
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
表
現
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

同
じ
く
恋
心
を
「
愛
欲
」
と
表
現
さ
れ
た
第
八
話
の
男
は
内
舎
人
で

あ
り
、在
俗
の
男
性
だ
か
ら
で
あ
る
。
僧
・
在
俗
の
区
別
を
問
わ
ず
、

恋
心
を
性
欲
と
し
て
表
現
す
る
点
か
ら
、
在
家
の
人
々
を
含
め
て
、

男
女
関
係
全
体
を
否
定
す
る
編
者
の
態
度
を
読
み
取
る
こ
と
は
、
あ

な
が
ち
的
外
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
一
方
で
巻
三
十
に
は
、
仏
法
の
立
ち
入
る
隙
も
な
く
、

男
女
関
係
を
肯
定
的
に
捉
え
る
説
話
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。
そ
れ
が
特
に
顕
著
で
あ
る
の
が
、
第
十
話
か
ら
第
十
二
話

の
説
話
群
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
三
話
は
所
謂
、
歌
徳
説
話
と
呼
ば

れ
る
説
話
で
あ
る
。
男
が
心
変
わ
り
を
し
て
新
し
い
妻
の
下
へ
去
る

が
、
元
の
妻
が
巧
み
に
歌
を
詠
む
こ
と
で
、
夫
の
愛
情
を
取
り
戻
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
説
話
に
共
通
し
て
い
る
の
が
、「
情な
さ
け

」
と
い
う

鍵
語
で
あ
る
。

・ 

然
レ
バ
、
情
有
ル
心
有
ル
者
此
ナ
ム
有
ケ
ル
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ

タ
ル
ト
ヤ
。 

（
30
―
10
）

・ 

今
ハ
昔
、
誰
ト
ハ
不
云
ズ
、
品
不
賤
ヌ
君
達
受
領
ノ
年
若
キ
有

ケ
リ
。
心
ニ
情
有
テ
、
故
々
シ
ク
ナ
ム
有
ケ
ル
。（
中
略
）
情

有
ケ
ル
人
ノ
心
ハ
、
此
ナ
ム
有
ケ
ル
。
現
ニ
、
今
ノ
妻
ノ
云
ケ

ル
事
踈
ミ
テ
ム
カ
シ
。
本
ノ
妻
ノ
情
ニ
ハ
、
必
ズ
返
リ
可
棲
キ

事
也
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。 

（
30
―
11
）

・ 

今
昔
、
丹
波
ノ
国
、 　
　

ノ
郡
ニ
住
ム
者
ア
リ
、
田
舎
人
ナ
レ

ド
モ
、
心
ニ
情
有
ル
者
也
ケ
リ
。（
中
略
）
思
、
田
舎
人
ナ
レ

ド
モ
、
男
モ
、
女
ノ
心
ヲ
思
ヒ
知
テ
、
此
ナ
ム
有
ケ
ル
。
亦
、

女
モ
心
バ
ヘ
可
咲
カ
リ
ケ
レ
バ
、
此
ナ
ム
和
歌
ヲ
モ
読
ケ
ル
ト

ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。 

（
30
―
12
）

こ
の
三
話
に
共
通
し
て
い
る
「
情
有
ル
心
」
と
は
、
物
語
展
開
を

ふ
ま
え
る
と
、
風
流
な
事
象
に
反
応
し
、
和
歌
を
巧
み
に
詠
み
、
ま

た
そ
れ
を
解
す
よ
う
な
、「
情
趣
を
解
す
る
心
」
を
指
す
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
元
妻
の
境
遇
を
思
い
や
り
、
再
び
愛
情
を
注
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ぐ
「
情
愛
の
心
」
の
意
も
含
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
先
ほ
ど

確
認
し
た
、
男
女
の
愛
情
を
「
愛
欲
」、
つ
ま
り
性
欲
と
し
て
捉
え

る
編
者
の
理
解
と
は
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
編
者
は
男
女
の
愛
情

を
肯
定
的
に
捉
え
る
感
覚
も
、
確
か
に
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
愛
情
へ
の
関
心
こ
そ
、『
今
昔
』
が
作
品
の
最
末
尾
に
男
女
の
巻
を

構
築
し
た
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
は
決
し
て
、
説
話
を

説
法
の
道
具
と
す
る
意
識
は
読
み
取
れ
な
い
。

つ
ま
り
巻
三
十
は
、
在
家
の
人
々
の
男
女
関
係
を
否
定
す
る
た
め

で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
全
容
を
描
き
出
す
た
め
に
構
築
さ
れ
た
も

の
と
思
し
い
。
構
成
の
時
点
で
は
、
仏
法
的
な
観
点
か
ら
戒
め
る
と

い
う
認
識
は
お
そ
ら
く
存
在
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
方

で
仏
教
者
と
し
て
の
視
線
を
捨
て
去
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
編
者

は
、
戒
に
触
れ
る
性
欲
の
存
在
や
、
修
行
を
妨
げ
る
女
人
に
過
敏
に

反
応
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
を
「
愛
欲
」
と
捉
え
、
否
定
的
な
言
説
を

付
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

加
え
て
、そ
の
よ
う
な
恋
心
へ
の
否
定
的
言
説
・
仏
教
的
解
釈
は
、

仏
教
者
と
し
て
譲
る
こ
と
の
で
き
な
い
価
値
観
で
あ
っ
た
と
同
時

に
、
仏
法
か
ら
離
れ
た
男
女
間
の
恋
心
を
、
編
者
が
十
全
に
は
理
解

で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
も
起
因
し
て
い
よ
う
。

・ 「
然
ハ
、
此
ハ
我
ガ
本
ノ
夫
也
ケ
リ
」
ト
思
ケ
ル
ニ
、
心
ニ
否

ヤ
不
堪
ザ
リ
ケ
ム
、
物
モ
不
云
ズ
シ
テ
、
只
氷
ニ
氷
痓
ケ
レ
バ
、

守
、「
此
ハ
何
ニ
」
ト
云
テ
騒
ケ
ル
程
ニ
、女
失
ニ
ケ
リ
。（
中
略
）

身
ノ
宿
世
思
ヒ
被
遣
テ
、
恥
カ
シ
サ
ニ
否
不
堪
デ
死
ニ
ケ
ル
ニ

コ
ソ
ハ
。 

（
30
―
４
）

・ 

我
ガ
家
ニ
有
シ
時
、
父
母
ヨ
リ
始
メ
テ
万
ノ
人
ニ
被
傅
テ
、
微

妙
カ
リ
シ
事
共
ヲ
思
ヒ
出
シ
テ
、
心
細
キ
事
無
限
ク
、「
何
ナ
ル

前
ノ
世
ノ
報
ニ
テ
此
ル
ラ
ム
」
ト
思
ケ
ル
ニ
、
否
ヤ
不
堪
ザ
リ

ケ
ム
、
ヤ
ガ
テ
思
ヒ
死
ニ
死
ニ
ケ
リ
。 

（
30
―
８
）

・ 

男
、「
早
ウ
、
此
ハ
我
ガ
昔
ノ
妻
也
ケ
リ
」
ト
思
ニ
、
我
ガ
宿
世

糸
悲
ク
恥
カ
シ
ト
思
エ
テ
、 

（
30
―
５
）

巻
三
十
第
四
話
と
第
八
話
は
共
に
女
の
慚
死
を
扱
っ
た
説
話
で
あ

る
。
第
四
話
で
は
、
立
派
に
な
っ
た
元
夫
に
卑
賤
な
自
分
が
元
妻
だ

と
知
ら
れ
た
恥
ず
か
し
さ
で
、
第
八
話
で
は
、
内
舎
人
に
陸
奥
国
ま

で
掠
わ
れ
た
女
が
水
に
映
っ
た
自
身
の
顔
を
見
た
恥
ず
か
し
さ
で
、

死
ん
で
し
ま
う
。
そ
れ
ぞ
れ
『
伊
勢
物
語
』
六
十
二
段
と
『
大
和
』

百
五
十
五
段
に
源
泉
を
辿
れ
る
が
、
原
拠
に
お
い
て
両
話
に
共
通
す

る
の
は
、
男
へ
の
深
い
愛
情
で
あ
ろ
う）
15
（

。
男
を
愛
し
て
い
た
か
ら
こ

そ
、
女
は
現
状
の
恥
を
露
呈
す
る
こ
と
に
堪
え
き
れ
ず
、
死
ん
だ
も

の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
『
今
昔
』
は
違
う
。
二
人
の
女
は
自
ら
の

現
状
が
恥
ず
か
し
い
の
で
は
な
く
、「
身
ノ
宿
世
」「
前
ノ
世
ノ
報
」

に
堪
え
き
れ
ず
命
を
落
と
す
の
で
あ
る
。
現
在
の
悲
惨
な
状
況
は
、

自
身
の
宿
報
の
ほ
ど
を
明
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
拙
い
宿
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命
に
堪
え
き
れ
ず
、
女
は
慚
死
す
る
。
つ
ま
り
、『
今
昔
』
編
者
は
、

自
ら
の
貧
し
く
醜
い
現
状
を
愛
す
る
男
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
堪
え
き

れ
な
い
と
い
う
心
情
を
、
理
解
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
編
者
の
感
覚
は
、
反
対
に
男
が
女
に
対
し
て
羞
恥
心

を
感
じ
る
蘆
刈
説
話
（
第
五
話
）
に
お
い
て
、「
我
ガ
宿
世
糸
悲
ク
恥

カ
シ
ト
思
エ
テ
」
と
男
が
感
じ
る
記
述
と
も
齟
齬
し
な
い
。
愛
情
を

前
提
と
し
た
恥
じ
ら
い
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
『
今
昔
』
は
、
そ
の

羞
恥
を
「
宿
世
へ
の
恥
じ
ら
い
」
と
解
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
編
者
の
感
覚
を
如
実
に
表
し
て
い
る
の
が
、

第
十
四
話
の
冒
頭
部
で
あ
る
。

・ 

今
昔
、 　

ノ
国
、 　

ノ
郡
ニ
住
ケ
ル
男
有
ケ
リ
。
其
ノ
妻
、
形

チ
美
麗
ニ
シ
テ
、
有
様
微
妙
カ
リ
ケ
レ
バ
、
夫
難
去
ク
思
テ
棲

ケ
ル
程
ニ
、
妻
夫
寝
タ
リ
ケ
ル
間
ニ
、
男
ノ
夢
ニ
見
ル
様
、
此

ノ
我
ガ
愛
シ
思
フ
妻
、 
（
30
―
14
）

・ 

む
か
し
、
男
あ
り
け
り
。
女
を
思
ひ
て
、
ふ
か
く
こ
め
て
あ
い

し
け
る
ほ
ど
に
、
夢
に
、
こ
の
女
、 

（『
俊
頼
髄
脳
』）

出
典
の
『
俊
頼
髄
脳
』
と
比
較
し
て
み
る
と
、『
今
昔
』
で
は
妻
の
容

姿
・
外
見
に
つ
い
て
の
記
述
（
傍
線
部
）
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
し
て
『
今
昔
』
で
は
、
こ
の
容
姿
の
美
し
さ
こ
そ
夫

が
妻
を
愛
す
る
理
由
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
夫
が

妻
に
愛
情
を
抱
く
の
は
妻
が
美
し
い
か
ら
に
違
い
な
い
と
い
う
、
即

物
的
と
も
言
え
る
こ
の
思
考
は
、
巻
三
十
内
の
他
説
話
と
関
連
付
け

る
と
、
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。

・ 

其
ノ
家
ニ
、
侍
従
ノ
君
ト
云
若
キ
女
房
有
ケ
リ
。
形
チ
・
有
様

微
妙
ク
テ
、
心
バ
ヘ
可
咲
キ
宮
仕
ヘ
人
ニ
テ
ナ
ム
有
ケ
ル
。

 

（
30
―
１
）

・
此
ノ
武
蔵
ハ
、
形
・
有
様
微
妙
キ
若
人
デ
ナ
ム
有
ケ
ル
。

 

（
30
―
２
）

・ 

一
人
ノ
娘
有
ケ
リ
。
年
未
ダ
若
ク
シ
テ
、
形
チ
美
麗
ニ
、
髪
長

ク
、
有
様
微
妙
カ
リ
ケ
レ
バ
、 

（
30
―
３
）

・ 

子
共
数
有
ケ
ル
中
ニ
、
形
チ
美
麗
、
有
様
微
妙
キ
女
子
一
人
有

ケ
リ
。 

（
30
―
８
）

巻
三
十
に
お
い
て
多
出
す
る
「
形
チ
美
麗
」「
有
様
微
妙
シ
」
と

い
う
表
現
は
、
男
に
愛
さ
れ
る
女
の
定
型
表
現
で
あ
る
。
男
を
虜
に

す
る
女
は
恵
ま
れ
た
容
姿
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
型
通
り
の
理
解
の

も
と
、
編
者
は
第
十
四
話
の
夫
婦
間
の
愛
情
の
理
由
を
、
妻
の
容
姿

を
以
て
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
編
者
だ
か
ら
こ
そ
、
妻

が
夢
で
別
れ
を
告
げ
、
形
見
の
弓
を
残
し
て
消
え
た
こ
と
に
対
し
、

「『
此
レ
ハ
、
若
シ
鬼
神
ナ
ム
ド
ノ
変
化
シ
タ
リ
ケ
ル
ニ
ヤ
』
ト
怖
シ

ク
思
ヒ
ケ
リ
」
と
い
う
、
夫
の
見
当
違
い
な
恐
怖
反
応
を
加
え
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
男
女
間
の
恋
心
に
大
き
な
関
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心
を
寄
せ
つ
つ
も
、
決
し
て
そ
れ
を
理
解
で
き
な
い
編
者
の
姿
が
、

巻
三
十
の
表
現
か
ら
は
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

在
家
の
人
々
の
男
女
関
係
は
、
決
し
て
反0

仏
法
で
は
な
い
。
仏
法

に
対
抗
す
る
天
狗
譚
や
、
戒
律
を
犯
し
た
こ
と
で
悪
果
を
受
け
る
悪

業
譚
は
、
仏
法
に
背
く
説
話
と
い
う
こ
と
で
仏
法
部
内
に
収
め
ら
れ

て
い
る
。
男
女
関
係
の
説
話
は
非0

仏
法
部
に
置
か
れ
た
以
上
、
仏
法

と
は
切
り
離
さ
れ
、肯
定
的
に
描
か
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

男
女
間
の
恋
心
の
理
解
が
不
得
手
で
あ
り
、
ま
た
仏
教
者
と
し
て
の

自
我
を
捨
て
き
れ
な
か
っ
た
編
者
の
一
面
が
、
さ
さ
い
な
事
象
を
契

機
と
し
て
顔
を
出
す
。
随
所
に
見
ら
れ
る
仏
法
的
解
釈
は
、
特
に
話

末
評
の
部
分
で
い
っ
そ
う
顕
著
で
あ
る
。『
今
昔
』
に
お
い
て
は
、

説
話
の
意
味
を
限
定
す
る
冒
頭
部
と
は
対
照
的
に
、
結
語
に
は
編
者

の
自
由
な
解
釈
を
保
障
す
る
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
た）
16
（

。と
す
る
と
、

巻
三
十
に
点
在
す
る
仏
法
的
解
釈
は
、
構
成
か
ら
解
き
放
た
れ
た
編

者
の
自
由
な
解
釈
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、
巻
三
十
の
存
在
意
義

こ
こ
ま
で
巻
三
十
内
に
入
り
込
ん
で
い
る
仏
教
的
観
点
と
、
そ
の

理
由
を
確
認
し
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
は
、

非
仏
法
の
題
材
に
対
し
て
も
、
仏
教
者
と
し
て
の
視
線
を
捨
て
去
る

こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
『
今
昔
』
編
者
の
姿
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、

男
女
間
の
恋
心
を
十
分
に
斟
酌
で
き
な
い
様
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

決
し
て
高
く
な
い
従
来
の
巻
三
十
の
評
価
は
、
こ
の
よ
う
な
編
者
の

性
質
に
起
因
す
る
部
分
も
大
き
い
だ
ろ
う
。
で
は
、
そ
の
よ
う
な
編

者
が
、
な
ぜ
仏
教
と
は
対
極
と
も
言
え
る
男
女
間
の
愛
情
に
興
味
を

抱
き
、
一
巻
を
与
え
た
の
か
。
不
得
手
な
題
材
で
あ
り
、
否
定
的
な

見
方
を
止
め
ら
れ
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
敢
え
て
作
品
最
末
尾
に
取

り
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
歴
と

し
た
理
由
が
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
。
巻
三
十
は
一
体
何
の
た
め
に

構
想
さ
れ
た
の
か
。

巻
三
十
は
全
十
四
話
の
内
、
十
一
話
に
和
歌
が
含
ま
れ
て
お
り
、

作
品
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
考
え
る
際
に
は
、
和
歌
説
話
が
並

ぶ
巻
二
十
四
と
の
関
係
が
ま
ず
取
り
沙
汰
さ
れ
て
き
た）
17
（

。
し
か
し
、

巻
二
十
四
と
巻
三
十
は
、与
え
ら
れ
た
役
割
が
あ
ま
り
に
も
異
な
り
、

そ
の
差
異
は
明
ら
か
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

巻
二
十
四
は
所
謂
文
化
的
な
「
列
伝
」
の
巻
で
あ
り）
18
（

、
医
師
や
陰

陽
師
、
漢
詩
人
や
管
絃
奏
者
等
と
並
び
、
名
歌
人
の
逸
話
が
名
歌
と

共
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
例
外
一
話）
19
（

を
除
き
、
全
て
が
著
名
な
歌
人

で
統
一
さ
れ
る
。
一
方
、
巻
三
十
は
繰
り
返
す
通
り
、
男
女
関
係
を

扱
っ
た
巻
で
あ
る
。
歌
人
と
し
て
著
名
な
人
物
は
第
一
・
二
話
の
平

中
の
み
で
あ
り
、
あ
と
は
名
前
も
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
無
名
の
人
物

が
並
ぶ
。
巻
三
十
に
「
列
伝
」
的
意
識
は
皆
無
な
の
で
あ
る
。
確
か
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に
、
歌
徳
説
話
は
巻
二
十
四
と
巻
三
十
の
両
巻
に
存
在
す
る
が
、
詠

者
が
著
名
な
も
の
や
男
女
関
係
と
は
無
縁
の
も
の
は
巻
二
十
四
に
入

れ
ら
れ
、
巻
三
十
に
は
男
女
関
係
に
関
わ
る
歌
徳
説
話
の
み
採
集
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
唯
一
歌
人
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
平
中
に
関
し
て
も
、

巻
の
方
針
を
体
現
す
る
は
ず
の
巻
頭
話
に
は
、
彼
の
和
歌
が
一
切
登

場
し
な
い
。
こ
れ
は
、
巻
三
十
が
歌
物
語
を
集
め
た
巻
で
は
な
い
こ

と
を
示
す
、
大
き
な
根
拠
と
な
ろ
う
。
平
中
は
第
一
話
と
第
二
話
に

続
け
て
登
場
し
、
第
二
話
に
は
平
中
の
和
歌
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し

か
も
、
第
一
話
は
、「
然
テ
悩
ケ
ル
程
ニ
死
ニ
ケ
リ
」
と
い
う
、
平
中

の
最
期）
20
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を
語
る
説
話
で
あ
り
、
第
二
話
「
色
好
ミ
ケ
ル
盛
ニ
」
と
い

う
時
期
よ
り
、
明
ら
か
に
後
の
話
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、

第
一
話
を
巻
頭
に
置
き
、
和
歌
も
含
み
時
系
列
的
に
も
前
に
置
く
べ

き
第
二
話
を
後
ろ
に
置
い
た
配
列
か
ら
は
、
本
巻
の
方
針
が
垣
間
見

え
る
。
男
女
関
係
の
観
点
に
お
い
て
、
よ
り
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
物
語

性
に
富
ん
だ
第
一
話
こ
そ
、
巻
三
十
の
巻
頭
に
相
応
し
い
と
判
断
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
。
和
歌
は
男
女
関
係
を
語
る
上
で
、
結
果
的
に
多
く

取
り
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。

だ
が
、
百
科
事
典
の
よ
う
に
世
界
の
全
て
を
描
出
す
る
時
に
、
男

女
関
係
を
一
つ
の
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と
は
、
日
本
に
お
い
て
は
決
し

て
不
自
然
で
は
な
い
。
時
代
は
下
る
が
、『
今
昔
』
と
同
様
の
類
聚
的

説
話
集
に
『
古
今
著
聞
集
』
が
あ
る
。
こ
の
作
品
の
分
類
は
『
太
平

広
記
』
に
大
き
く
拠
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が）
21
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、
そ
の
中
に

は
『
太
平
広
記
』
と
の
対
応
を
見
出
し
が
た
い
「
好
色
」
の
項
が
存

在
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
出
雲
路
修
氏
は
こ
の
項
を
人
間
の
才
芸
に

関
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
、
そ
の
理
由
を
「
和
歌
を
は
じ
め
と
す
る

諸
才
芸
と
深
い
関
係
を
も
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
」と
推
測
す
る
。

『
古
今
著
聞
集
』
に
お
い
て
は
、「
好
色
」
説
話
は
歌
人
伝
と
陸
続
き

で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
一
方
、『
今
昔
』
に
お
い
て
は
歌
人
伝
と
男
女
関

係
の
説
話
が
明
確
に
分
断
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
先
に
確
認
し
た
通

り
で
あ
る
。『
今
昔
』
の
目
論
見
は
『
古
今
著
聞
集
』
の
そ
れ
と
も

一
致
し
な
い
。

け
れ
ど
も
、『
古
今
著
聞
集
』
が
『
太
平
広
記
』
の
枠
を
超
え
て
「
好

色
」
の
項
を
設
け
た
こ
と
と
、『
今
昔
』
が
震
旦
の
歴
史
的
枠
組
み
を

超
え
た
世
界
に
男
女
関
係
を
描
い
た
こ
と
と
は
、
決
し
て
無
関
係
で

は
な
い
だ
ろ
う
。本
朝
で
は
説
話
を
類
聚
し
世
界
を
描
き
出
す
上
で
、

男
女
間
の
恋
は
枠
組
み
を
超
越
し
て
も
な
お
、
不
可
欠
だ
と
判
断
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
殊
に
平
安
王
朝
期
の
貴
族
社
会
に
起
因
す

る
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
時
期
の
貴
族
社
会
は
男
女
関
係
抜
き
に
語
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
男
女
の
恋
は
私
的
行
為
で
あ
る
一
方
、
和
歌
・

物
語
等
の
文
化
や
時
の
政
治
情
勢
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
、
公
的
な

側
面
を
有
し
て
い
た
。
特
に
院
政
期
に
誕
生
し
た
『
今
昔
』
が
前
時
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代
の
平
安
王
朝
期
を
描
く
に
あ
た
り
、
男
女
関
係
を
描
写
し
な
け
れ

ば
非
仏
法
の
世
界
は
完
成
さ
れ
な
い
と
判
断
し
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
『
今
昔
』
編
者
の
判
断
を
裏
付
け
る
も
の

と
し
て
、『
世
継
物
語
』（『
小
世
継
』
と
通
称
す
る
）
と
い
う
作
品
と
の

類
似
を
こ
こ
で
指
摘
し
た
い
。『
小
世
継
』
は
平
安
王
朝
の
文
化
的

様
相
を
懐
古
的
に
描
い
た
、
鎌
倉
期
成
立
と
目
さ
れ
る
五
十
六
編
の

小
説
話
集
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
称
え
ら
れ
る
べ
き
歌
人
や
漢
詩
人
、

物
語
作
者
や
管
絃
の
名
手
た
ち
の
逸
話
が
連
ね
ら
れ
て
い
た）
22
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。
ま
さ

に
『
今
昔
』
巻
二
十
四
と
近
似
す
る
列
伝
的
内
容
の
作
品
で
あ
り
、

現
に
『
小
世
継
』
は
『
今
昔
』
と
多
数
の
同
文
的
同
話
を
有
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
そ
の
同
話
の
多
く
は
、『
小
世
継
』
で
は
第
四
十
八
話

以
降
の
作
品
末
尾
の
箇
所
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
し
て
、『
小
世
継
』

最
末
尾
の
説
話
群
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
列
伝
的
逸
話
と
は
異
種
の
、

男
女
の
恋
物
語
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
小
世
継
』
に
収
載
さ
れ
た
説
話
は
、
基
本
的
に
一
話
が
非
常
に

短
い
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
一
首
の
歌
と
詞
書
を
載
せ
た
だ

け
の
和
歌
説
話
も
存
在
す
る
程
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
五
十
一
話
以

降
の
最
末
尾
の
説
話
は
非
常
に
長
い
。
特
に
第
五
十
三
・
五
十
五
・

五
十
六
話
の
三
話
は
圧
倒
的
な
長
さ
と
表
現
力
を
誇
る
。『
小
世
継
』

の
説
話
集
と
し
て
の
評
価
を
押
し
上
げ
て
い
る
の
は
、
間
違
い
な
く

こ
れ
ら
の
長
編
説
話
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
が
全
て
『
今
昔
』
と
の

同
文
的
同
話
で
あ
る
点
は
看
過
で
き
な
い
。

あ
ら
す
じ
を
確
認
す
れ
ば
、第
五
十
三
話
は
藤
原
北
家
の
高
藤
と
、

彼
が
山
科
に
小
鷹
狩
り
に
出
か
け
た
際
、
雨
宿
り
の
た
め
に
立
ち
寄

っ
た
家
で
契
っ
た
少
女
と
の
恋
物
語
で
あ
る
。
高
藤
は
太
刀
を
形
見

と
し
て
残
し
都
に
戻
っ
た
。
し
か
し
、
帰
京
後
高
藤
は
親
に
鷹
狩
り

を
禁
じ
ら
れ
、
女
に
連
絡
を
取
れ
な
い
ま
ま
六
年
が
経
つ
。
六
年
後

に
再
会
し
た
女
は
高
藤
の
女
児
を
出
産
し
て
お
り
、
形
見
の
太
刀
も

残
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
宿
命
を
感
じ
た
高
藤
は
女
を
都
へ
連
れ
帰

り
、
寵
愛
し
た
。
ま
た
、
第
五
十
五
話
は
『
今
昔
』
巻
三
十
の
巻
頭

を
飾
っ
た
、
平
中
と
本
院
侍
従
の
恋
物
語
で
あ
る
。
続
く
第
五
十
六

話
は
、
一
人
の
女
を
巡
る
三
人
の
男
の
物
語
で
あ
る
。
藤
原
時
平
が

平
中
に
素
晴
ら
し
い
女
を
尋
ね
る
と
、
平
中
は
藤
原
国
綱（
経
）の
北
の
方

を
挙
げ
た
。
北
の
方
は
老
人
の
国
経
に
嫁
い
だ
こ
と
を
辛
く
思
い
、

平
中
と
逢
瀬
を
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
時
平
は
こ
の
北
の
方
に
会
う

た
め
に
画
策
し
、
正
月
の
宴
会
の
席
で
国
経
か
ら
北
の
方
を
奪
い
帰

っ
た
。
そ
の
後
、
彼
女
は
時
平
に
寵
愛
さ
れ
た
が
、
一
方
で
、
息
子

の
腕
に
歌
を
書
き
付
け
る
な
ど
し
て
、
平
中
と
も
歌
の
遣
り
取
り
が

あ
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
長
編
説
話
に
共
通
す
る
の
は
、
高
い
表
現
力
と
同
時
に

劇
的
な
物
語
性
を
有
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
あ
ら
す
じ
か
ら
も
わ
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か
る
通
り
、
こ
れ
ら
は
決
し
て
名
歌
人
や
管
絃
の
名
手
と
い
っ
た
列

伝
的
発
想
で
括
る
こ
と
の
で
き
る
説
話
で
は
な
い
。
男
と
女
を
巡
る

恋
物
語
と
し
て
し
か
解
釈
で
き
な
い
説
話
な
の
で
あ
る
。『
小
世
継
』

と
い
う
説
話
集
は
、『
大
和
』『
枕
草
子
』『
栄
花
物
語
』
や
歌
集
を
主

要
原
拠
と
し
て
、様
々
な
文
化
ジ
ャ
ン
ル
の
名
人
伝
を
伝
え
て
き
た
。

そ
の
よ
う
な
作
品
の
最
後
に
、
ど
の
分
野
の
名
手
と
も
取
れ
な
い
恋

物
語
が
並
ぶ
。
列
伝
的
な
枠
組
み
を
超
え
て
、
作
品
世
界
の
果
て
に

男
女
の
恋
が
語
ら
れ
る
と
い
う
構
造
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
つ
ま
り
、
平
安
王
朝
の
貴
族
社
会
を
描
き
出
す
上
で
、
男
女
の

恋
物
語
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て

い
よ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
『
小
世
継
』
の
構
造
は
、
巻
二
十
五
ま
で

の
紀
伝
体
的
歴
史
叙
述
の
外
側
に
、
宿
報
・
霊
鬼
・
世
俗
・
悪
行
と

並
べ
て
男
女
関
係
の
巻
を
設
定
し
た
『
今
昔
』
の
構
造
と
響
き
合
う
。

「
非
仏
法
」
の
社
会
を
描
く
上
で
、
紀
伝
体
的
題
材
選
択
で
は
こ
ぼ

れ
落
ち
て
し
ま
う
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
が
「
悪
行
」
や
「
霊
鬼
」
で

あ
り
、
平
安
社
会
に
欠
か
せ
な
い
男
女
関
係
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、『
小
世
継
』
の
こ
れ
ら
の
説
話
は
、
全
て
が
『
今
昔
』
巻

三
十
と
重
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
先
述
の
通
り
、『
小
世
継
』
第
五
十

五
話
は
巻
三
十
の
巻
頭
を
飾
り
、
あ
る
種
巻
三
十
を
体
現
す
る
物
語

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
第
五
十
三
話
は
そ
の
宿
命
的
展

開
か
ら
巻
二
十
六
「
宿
報
」
に
、
第
五
十
六
話
は
藤
原
時
平
と
い
う

為
政
者
の
存
在
か
ら
、藤
原
氏
史
を
語
る
巻
二
十
二
に
収
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
一
方
で
『
今
昔
』
巻
三
十
に
は
、『
小
世
継
』
長
編
説
話

と
非
常
に
似
通
っ
た
恋
物
語
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
両
者
の
類
似
性

は
顕
著
で
あ
る
。
特
に
巻
三
十
第
六
・
七
話
の
二
話
は
『
今
昔
』
と

し
て
は
異
質
な
、
長
編
の
作
り
物
語
に
依
拠
し
た
と
思
し
き
説
話）
23
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で

あ
り
、『
小
世
継
』
第
五
十
三
・
五
十
六
話
等
と
近
似
し
た
内
容
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

巻
三
十
第
六
話
で
は
、
本
妻
と
宮
仕
え
の
女
房
が
同
時
に
国
司
の

娘
を
産
ん
だ
が
、
女
房
は
亡
く
な
り
、
そ
の
子
を
本
妻
が
引
き
取
っ

た
。
し
か
し
、
本
妻
の
子
の
乳
母
が
継
子
を
憎
ん
だ
た
め
、
継
子
は

藤
大
夫
の
妻
の
手
に
渡
っ
た
。
そ
の
後
、
成
長
し
た
本
妻
の
娘
は
右

近
少
将
と
結
婚
す
る
が
、
病
で
命
を
落
と
す
。
少
将
は
悲
し
み
、
こ

の
人
に
似
た
女
を
見
つ
け
た
い
と
願
っ
た
と
こ
ろ
、
継
子
だ
っ
た
娘

と
出
会
い
、
彼
女
の
住
ま
い
を
突
き
止
め
る
と
こ
ろ
で
途
切
れ
て
い

る
。
継
子
の
要
素
が
目
を
引
く
も
の
の
、
男
女
の
数
奇
な
巡
り
合
わ

せ
、
宿
命
的
な
恋
物
語
の
予
感
を
漂
わ
せ
る
点
は
『
小
世
継
』
五
十

三
話
に
近
し
い
。

第
七
話
で
は
、右
近
少
将
が
契
っ
た
女
の
親
が
大
宰
大
弐
と
な
り
、

女
は
鎮
西
に
連
れ
て
行
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
少
将
は
鎮
西
ま
で
訪
ね

て
行
き
、
女
を
馬
に
乗
せ
て
帰
京
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
道
中
、
木
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の
本
に
宿
っ
た
際
、
少
将
が
行
方
知
れ
ず
と
な
り
、
狩
衣
の
袖
と
片

足
の
履
き
物
だ
け
が
見
つ
か
っ
た
と
こ
ろ
で
物
語
は
途
切
れ
る
。
契

っ
た
男
女
が
親
の
都
合
で
離
別
す
る
点
は
『
小
世
継
』
五
十
三
話
と

共
通
す
る
上
に
、
画
策
し
て
強
引
に
女
を
奪
い
取
る
男
の
有
様
は
、

『
小
世
継
』
五
十
六
話
を
も
彷
彿
と
さ
せ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
後
男

女
の
恋
物
語
か
ら
逸
脱
し
て
し
ま
う
展
開
が
予
期
さ
れ
、
怪
異
譚
の

雰
囲
気
を
も
漂
わ
せ
る
幕
切
れ
だ
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、『
今
昔
』
は
こ

こ
で
記
述
を
打
ち
切
っ
た
と
も
捉
え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
説
話
は
決
し
て
歌
人
の
説
話
で
も
霊
験

譚
で
も
な
く
、高
い
物
語
性
を
有
す
る
恋
物
語
で
あ
る
点
、『
小
世
継
』

の
長
編
説
話
群
と
共
通
し
て
い
る
。
ま
さ
に
恋
物
語
の
世
界
が
、『
今

昔
』
最
末
尾
の
巻
三
十
に
も
、『
小
世
継
』
最
末
尾
の
説
話
群
に
も
広

が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、こ
の
『
小
世
継
』
は
『
今
昔
』
と
関
係
が
深
い
も
の
の
、

直
接
的
な
影
響
関
係
に
は
な
い
。『
古
本
説
話
集
』
や
『
宇
治
拾
遺

物
語
』
を
含
め
、
散
逸
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
の
影
響
下
に
あ
る
と

目
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
。
と
す
る
と
、『
今
昔
』
と
『
小
世
継
』
に
共

通
す
る
こ
の
発
想
は
、
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
源
泉
の
『
宇
治
大

納
言
物
語
』
か
ら
派
生
し
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。「
た
う
と

き
事
も
あ
り
。
お
か
し
き
事
も
あ
り
。
お
そ
ろ
し
き
事
も
あ
り
。
あ

は
れ
な
る
事
も
あ
り
。
き
た
な
き
事
も
あ
り
。
少
々
は
空
物
語
も
あ

り
。
利
口
な
る
事
も
あ
り
。
さ
ま
〴
〵
様
〳
〵
な
り
」（『
宇
治
拾
遺

物
語
』
序
）
と
語
ら
れ
る
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
が
、
系
統
だ
っ
た

構
成
を
持
っ
て
い
た
か
ど
う
か
、
今
や
確
か
め
る
術
は
な
い
。
し
か

し
、
男
女
関
係
を
社
会
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
捉
え
、
関
連
説
話
を

連
ね
て
貴
族
社
会
を
描
き
出
す
と
い
う
、『
今
昔
』
と
『
小
世
継
』
と

の
共
通
発
想
か
ら
は
、
後
続
説
話
集
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
ら
し

い
、
謎
に
包
ま
れ
た
作
品
の
存
在
を
、
感
じ
取
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

『
今
昔
』
巻
三
十
は
、
紀
伝
体
的
歴
史
叙
述
で
は
語
り
切
れ
な
い

社
会
を
描
写
す
る
た
め
、
不
可
欠
の
題
材
と
し
て
選
ば
れ
た
男
女
関

係
の
巻
で
あ
っ
た
。
非
仏
法
の
世
界
は
、
歴
史
を
叙
述
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
宿
報
や
霊
鬼
、
悪
行
に
加
え
、
男
女
間
の
恋
を
描
く
こ
と

で
完
成
さ
れ
る
世
界
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
仏
教
者
と
し
て

の
自
我
を
捨
て
去
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
編
者
に
と
っ
て
、
こ
の

題
材
は
最
も
受
け
入
れ
が
た
く
、
同
時
に
不
得
手
で
あ
り
、
往
々
に

し
て
否
定
的
な
視
線
を
投
げ
か
け
て
し
ま
う
こ
と
と
な
っ
た
。
仏
法

を
作
品
の
基
調
と
し
、
そ
の
始
原
を
釈
迦
仏
の
誕
生
に
置
い
た
『
今

昔
』
編
者
が
、
非
仏
法
の
話
題
に
対
し
て
も
仏
法
的
な
解
釈
を
持
ち

込
ん
で
し
ま
う
こ
と
は
、
あ
る
意
味
仕
方
の
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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非
仏
法
の
題
材
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
仏
教
者
と
し
て
の
立
場
や
規
範

意
識
、価
値
観
を
、突
然
捨
て
去
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
も
な
い
。「
仏

法
に
非
ざ
る
」
話
題
の
た
め
に
用
意
し
た
巻
の
中
で
あ
っ
て
も
、
仏

法
的
な
価
値
観
が
随
所
に
顔
を
出
し
て
し
ま
っ
た
結
果
、
仏
法
・
非

仏
法
の
境
界
が
曖
昧
な
本
巻
が
出
来
上
が
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

最
後
に
蛇
足
で
は
あ
る
が
、
か
り
に
こ
こ
か
ら
編
者
像
を
類
推
し

て
み
る
と
す
れ
ば
、
男
女
関
係
に
興
味
を
抱
き
つ
つ
も
、
そ
の
恋
情

を
真
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
人
物
、
そ
し
て
、
仏
法
を

深
く
信
仰
し
、
仏
教
的
規
範
意
識
か
ら
完
全
に
離
れ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
人
物
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。『
今
昔
』
と
い

う
作
品
は
、
成
立
年
も
成
立
事
情
も
謎
に
包
ま
れ
た
作
品
で
あ
り
、

そ
れ
は
編
者
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
巻
三
十
の

表
現
を
見
る
限
り
、
編
者
は
や
は
り
在
俗
の
人
間
よ
り
も
、
強
い
信

仰
心
を
持
っ
た
僧
侶
を
想
定
す
る
こ
と
が
相
応
し
い
と
感
じ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

【
注
】

（
１
）『
今
昔
』
に
お
け
る
二
大
別
は
一
般
的
に
「
仏
法
部
」「
世
俗
部
」
と

呼
称
さ
れ
る
が
、「
世
俗
部
」は
仏
法
と
相
対
す
る
存
在（「
反
仏
法
」や
、

仏
法
王
法
相
依
論
と
し
て
の「
王
法
」）で
は
な
く
、仏
法
以
外
の
事
柄
、

「
仏
法
で
は
な
い
」
世
界
を
広
く
描
い
て
い
る
と
稿
者
は
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
「
非
仏
法
部
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
て
い
る
。

（
２
）
拙
稿
「『
今
昔
物
語
集
』
非
仏
法
部
の
形
成
―
巻
十
「
震
旦
付
国
史
」

を
中
心
に
―
」（『
国
語
と
国
文
学
』
91
―
４
、
二
〇
一
四
年
四
月
）

参
照
。

（
３
）
巻
三
十
一
「
本
朝
付
雑
事
」
は
本
朝
部
全
体
の
「
雑
」
と
も
言
え
る

巻
で
あ
り
、
本
朝
部
の
他
巻
に
収
ま
り
き
ら
な
か
っ
た
説
話
が
仏
法

・
非
仏
法
問
わ
ず
混
淆
し
て
い
る
。
一
つ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
く
巻
二

十
六
〜
三
十
と
は
別
種
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
た
め
、
巻
三
十

一
は
考
察
の
対
象
と
し
な
い
。

（
４
）
前
田
雅
之
氏
は
、男
女
関
係
を
「
雑
事
」
と
名
付
け
た
理
由
に
つ
い
て
、

「
仏
法
」「
世
俗
」「
宿
報
」「
霊
鬼
」
と
い
っ
た
他
巻
に
対
す
る
「
雑
事
」

で
あ
り
、公
共
性
が
な
い
、男
女
間
の
私
的
物
語
故
の
呼
称
と
述
べ
る
。

（「
構
築
と
破
壊
の
迫
で
―
普
遍
性
・
個
別
性
、
そ
し
て
ノ
イ
ズ
」『
今

昔
物
語
集
の
世
界
構
想
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
九
年
）

（
５
）
石
原
昭
平
「
情
愛
物
語
の
帰
結
―
『
今
昔
物
語
集
』
巻
三
十
の
志
向

と
展
開
―
」（
国
東
文
麿
編
『
中
世
説
話
と
そ
の
周
辺
』
明
治
書
院
、

一
九
八
七
年
）

（
６
）
舩
城
梓
「『
今
昔
物
語
集
』
本
朝
世
俗
部
編
纂
に
お
け
る
仏
教
的
背
景

―
人
天
乗
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
仏
教
文
学
』
33
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）

（
７
）
森
正
人
校
注
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
五
』
巻
二
十
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六
解
説
参
照
。

（
８
）
渡
辺
麻
里
子
「『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
六
「
宿
報
」
試
論
―
拡
大
す
る
〈
世

俗
〉
部
へ
の
視
座
―
」（『
国
文
学
研
究
』
130
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

（
９
）
こ
こ
で
の
「
説
話
行
為
」
と
は
、
森
正
人
「
今
昔
物
語
集
の
言
語
行

為
再
説
―
編
纂･
説
話
・
表
現
」（『
場
の
物
語
論
』
若
草
書
房
、
二
〇

一
二
年
）
の
中
で
定
義
さ
れ
た
、「
言
語
表
現
を
通
し
て
物
語
り
の
特

定
の
要
素
を
強
調
し
、
物
語
の
意
味
実
現
の
し
か
た
に
限
定
を
加
え

る
」
行
為
を
指
す
。

（
10
）
平
中
が
死
亡
し
た
と
い
う
記
述
は
同
文
的
同
話
の
『
世
継
物
語
』
に

は
な
く
、『
今
昔
』の
付
加
と
す
る
解
釈
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

一
巻
本
『
宝
物
集
』
に
は
「
平
貞
文
、
本
院
之
侍
從
ト
申
ケ
ル
女
房

ニ
ス
カ
サ
レ
テ
ノ
チ
、イ
ノ
チ
ヲ
ウ
シ
ナ
ヒ
シ
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、

平
中
死
亡
説
は
当
時
一
般
的
認
識
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
11
）
本
話
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
や
『
世
継
物
語
』
に
同
話
が
存
在
す
る
が
、

そ
の
源
泉
は
『
伊
勢
集
』
や
『
平
中
物
語
』
に
辿
る
こ
と
が
で
き
、

男
女
の
恋
物
語
と
し
て
発
生
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
12
）
中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
』（
東
京
書
籍
）
参
照
。

（
13
）『
今
昔
』
に
お
け
る
五
種
不
浄
に
つ
い
て
は
、
中
根
千
絵
「『
今
昔
物

語
集
』
に
お
け
る
身
の
不
浄
と
心
の
不
浄
」（『
今
昔
物
語
集
の
表
現

と
背
景
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
詳
し
い
。

（
14
）
不
浄
観
と
は
肉
体
の
不
浄
を
「
観
想
す
る
」
こ
と
で
欲
望
か
ら
離
れ

る
方
法
で
あ
る
が
、『
今
昔
』
で
は
、
具
体
的
な
不
浄
物
を
目
に
す
る

方
法
を
取
っ
て
い
る
と
い
う
違
い
が
、
中
根
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て

い
る
。（
注
13
参
照
）

（
15
）
高
橋
洋
子
氏
は
、『
大
和
』
等
の
歌
物
語
で
は
男
女
の
情
愛
が
中
心
で

あ
り
、『
今
昔
』
で
は
そ
う
し
た
情
感
が
省
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。（「『
今
昔
物
語
集
』
と
『
大
和
物
語
』・『
伊
勢
物
語
』
と

の
比
較
」『
文
学
・
語
学
』
60
、
一
九
七
一
年
六
月
）

（
16
）
拙
稿
「『
今
昔
物
語
集
』
各
話
冒
頭
部
の
意
義
」（『
国
語
と
国
文
学
』

88
―
２
、
二
〇
一
一
年
二
月
）
参
照
。

（
17
）
上
岡
勇
司
「
今
昔
物
語
集
と
宇
治
拾
遺
物
語
と
の
和
歌
説
話
」（『
国

学
院
雑
誌
』
67
―
７
、
一
九
六
六
年
七
月
）、
同
「『
今
昔
物
語
集
』

の
和
歌
説
話
の
考
察
」（『
国
学
院
雑
誌
』
84
―
６
、一
九
八
三
年
六
月
）

等
。

（
18
）
拙
稿
・
注
２
参
照
。

（
19
）
巻
二
十
四
第
四
十
九
話
の
み
「
貧
シ
カ
リ
ケ
ル
女
」
を
主
人
公
と
す

る
が
、
こ
れ
は
愛
宕
寺
に
名
歌
を
捧
げ
た
説
話
で
あ
り
、
男
女
関
係

と
は
無
縁
の
歌
説
話
で
あ
る
。

（
20
）
注
10
参
照
。

（
21
）
出
雲
路
修
「《
古
今
著
聞
集
》
の
編
纂
」（『
説
話
集
の
世
界
』
岩
波
書
店
、

一
九
八
八
年
）

（
22
）『
小
世
継
』
の
作
品
世
界
に
関
し
て
は
、拙
稿
「
説
話
化
の
営
み
―
『
世
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継
物
語
』『
古
本
説
話
集
』
か
ら
見
え
る
も
の
―
」（『
国
学
院
雑
誌
』

115
―
12
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
23
）
た
だ
し
、
ど
ち
ら
も
中
途
で
途
切
れ
て
お
り
、
ま
た
正
確
な
出
典
も

判
明
し
て
い
な
い
。
第
七
話
に
つ
い
て
は
、森
正
人
氏
が
散
逸
物
語『
露

の
や
ど
り
』
が
原
拠
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。（「
作
り
物

語
と
方
法
的
背
馳
」『
今
昔
物
語
集
の
生
成
』和
泉
書
院
、一
九
八
六
年
）

※
引
用
本
文
は
以
下
の
テ
キ
ス
ト
に
拠
る
。『
今
昔
物
語
集
』『
宇
治
拾
遺
物

語
』新
日
本
古
典
文
学
大
系
、『
大
和
物
語
』新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、『
大

智
度
論
』
大
正
新
脩
大
蔵
経
、『
摩
訶
止
観
』
岩
波
文
庫
、『
妙
法
蓮
華
経
』

佛
典
講
座
、『
教
行
信
証
』
日
本
思
想
大
系
、『
俊
頼
髄
脳
』
は
冷
泉
家
時
雨

亭
叢
書
に
よ
り
、
適
宜
表
記
を
改
め
た
。
一
巻
本
『
宝
物
集
』
宮
内
廳
書

陵
部
藏
本
寶
物
集
總
索
引
。
な
お
、
引
用
に
際
し
、
私
に
傍
線
を
付
し
た

箇
所
が
あ
る
。


